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１ 村の概要

西粟倉村は、昭和および平成の合併には参加せず、明治  22 年の町村制の施行以降単独

自治体として自主・自立を選択し、村の面積の大半を占める森林の活用を軸とした地域活

性化による生き残りを模索してきた。めざすべき村の将来像は、森林資源活用による地域

循環経済と都市農村交流等をベースとした「百年の森林構想」としてまとめられ、木材等

に関係する起業、I ターン者受入による自然や森林・農産物の特産品や工芸品の開発、再

生可能エネルギー導入等を通じた低炭素社会の構築などを地域活性化、過疎化対策として

推進している。

村の面積の約 95%が森林であり、その内 85％がスギ・ヒノキの人工林だが、面積の小

さい民有林では、間伐等の森林管理作業等を森林所有者個人が単独で行わなければならず、

森林からの売上減少及び所有者の高齢化により適正な管理が困難な状況となっている。

平成 20 年に林業関係団体が協働で

林業の活性化を図る『西粟倉村百年の

森林構想』を立ち上げ、この構想を実

現させるために林業の再生を村の重点

施策とする「百年の森林づくり事業」

を開始している。森林所有者・村・森

林組合の 3 者による森林長期施業管理

委託協定を締結し、村が主導しながら

森林所有者に負担を求めることなく、

間伐や作業道の整備を実施している。

また、大部分が未利用のまま放置されている間伐材に各業種の専門分野で高付加価値をつ

け 6 次産業化させるなど、森林・林業の再生と地域活性化に取り組んでいる。  

２ バイオマス産業都市構想の目指すもの

西粟倉村は、『百年の森林構想』に限らず、再生エネルギー導入等を通じた低炭素社会

の構築を推進しており、平成 26 年 5 月にはバイオマス産業都市に選定された。  
 西粟倉村が目指す「バイオマス産業都市」とは、「百年の森林事業」に基づく森林整備（川

上）と流通管理（川下）の一元管理により計画的に伐採され、安定的に収集・搬出される

間伐材や未利用材などの森林バイオマスの活用を基軸としながら、森林管理がもたらす豊

富な水資源を活用した小水力発電や太陽光発電など西粟倉村の地域資源による再生可能エ
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ネルギーを有効に活用したエネルギー自給 100％の地域づくりである。森林に放置される

未利用の森林バイオマス資源を効率的に搬出するシステムの開発や実用化技術の活用、技

術の研究を通じて環境や人にやさしく、災害にも強い地域づくりを行うとともに、そこに

身の丈に合った地域経済の循環を起こし、起業支援や雇用創出など地域の活性化を推進す

ることを目指している。

３ バイオマス産業都市構想の取組内容と効果

①温泉施設熱供給と地域熱供給システムの構築

西粟倉村内には 3 箇所の温泉施設が存在しており、地域内の木質資源を活用した薪ボイ

ラーの導入を進めている。平成 27 年 2 月に 340kw の薪ボイラーが稼働を開始し、平成 27
年度中に 2 箇所目の薪ボイラー（75kw）

が稼働、平成 28 年度に 340kw の薪ボ

イラーを整備予定である。また、地域

熱供給型の熱供給ボイラー（150kw 程

度の発電併用）を整備し、平常時は 24 
時間運転を前提として、公共施設や学

校、介護施設や集住住宅等への冷暖

房・給湯を実施するとともに安価な熱

エネルギーの供給による農業や新産業

の創生を行う。

②地域への直接的・間接的波及効果

目標とする項目 2012 年（現状） 2022 年（目標） 効 果

年間木材搬出材積 3,600 ㎥ 10,000 ㎥ 6,400 ㎥増

木質バイオマスエネルギー利用量 250 ㎥ 5,000 ㎥ 4,750 ㎥増

燃料コストの削減 20,000 千円 10,000 千円 10，000 千円削減

林業従業者数 55 名 100 名 45 名増

木質バイオマス関連従業員数 0 名 5 名 5 名増

温室効果ガスの削減量 1600t-Co2/年削減

視察を含む観光客の増加 1,400 名 3,500 名 2,100 名増

環境教育プログラム利用者の増加 0 名 500 名 500 名増

③社会的側面効果

「上質な田舎」：我が国の魅力的な中山間地の将来像をバイオマス活用の視点から提示

する。

「百年の森林構想」のビジョンである「限りある自然の恵みを大切な人たちと分かち合

う上質な田舎」作りを通じた我が国の中山間地におけるモデル地域の創造を目指し、里山

における新たな経済システムの形成、低炭素社会の創出等、魅力的な中山間地の将来像を

提示する。
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